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terra incognitaへと地平を切り開くものだと思われがちですが、
私たちが取り立ててそれを好むのは、たぶんそれが我ラガ大地











































































































































































































































４ MarcelProust,Le temps retrouvé,À la recherche du temps perdu,Gallimard,1989,t.IV,p.
489.
５ Ibid.
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学の歴史家イライユ神父の命名による）の中に喜びを見出した作家たちの場合も同
様です。ところで小説は、それが現前させる作中人物や場面の多様性のおかげで、
知的、精神的、社会的、政治的な論争を演出するのに適しています。それで小説家
は同時代のさまざまな論争を小説内部に取り込み、あらゆる声たちと語り合うので
す。主人公の性格の変化を利用して、作家が次々と異なる意見を主張する場合は別
ですが。
　他方、外的系列と内的系列の重要性を両方一度に証明する作品も多くあります。
私は先ほど、ラブレーの『第三の書』における内的系列の構造的な役割を分析しま
した。しかしラブレーの専門家たちが明らかにしたように、『第三の書』は、パン
タグリュエルとその近親者たちを主人公とする多様な作家のテクストの総体に組み
込まれています。ですから同時代人の目には、この作品は『ガルガンチュア』、『パ
ンタグリュエル』、『第四の書』、『第五の書』ばかりでなく、ジャン・ダボンダンス
の『パンタグリュエルの弟子』（1538）やフランソワ・アベールの『パンタグリュ
エルの夢想』（1542）をも含む系列に属しているのです。そこにはラブレーの作品
の「滋味豊かな骨髄」（『第一の書』作者の序詞）である知的論争の要素が見出され
ます。偉大な作品の意味や味わいは、それが組み込まれている外的系列と、その作
品を構造化する内的系列が明らかになってはじめてその全貌を現します。フランス
文学ではよくあるように、作品が思想論争に関与する場合、この二重の系列が明ら
かにならないかぎり、その関与の意味合いが真に理解されることはないのです。
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